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論 文 要 旨       

 

 

所属ゼミ    髙木 研究会 学籍番号 81230084 氏名 岩間祐樹 

（論文題名） 

集団意思決定時における、個人の考えを意思決定に反映させる方法についての考察 

 

（内容の要旨） 

 国内 MBA ホルダーが転職市場で評価されていないという評判および調査結果から、国内 MBA

ホルダーに必要なことは、「経営に関する知見や理論を学ぶ」と同時に「学んだ知見に裏打ちされた

自身の考えを相手に認めさせ、既存の組織における意思決定に自分の考えを反映させる」ことでは

ないかという問題意識を持った。この問題意識に基づき、意思決定に自分の考えを反映させるため

の方法論を導出する目的で当研究をスタートさせた。 

 髙木研究室の先輩である村田（2013）の研究を引き継ぎ、KBS35 期の討議のテキストデータに

ついてさらなる分析・考察を加えるとともに、36 期の討議のテキストデータを新たに収集して、35

期のデータから導き出された仮説の検証に用いた。 

 35 期の分析の結果として以下の 2 点の仮説を導出した。1 つ目は、討議の終盤 15 分、つまり最

終意思決定が迫った時間帯に発言量を増やした者は、集団の意思決定を個人の意思決定に近づけて

いるのではないかということであり、2 つ目は、特定の語との共起関係を積極的に作った者、つま

りグループの他のメンバーが用いた言葉を積極的に用いていた者は集団の意思決定を個人の意思決

定に近づけているのではないかということである。ただし 2 つ目については、討議の終盤 15 分で

議論の内容が遷移したグループにおいては、その傾向は当てはまらない。 

 また、研究の当初予定では、集団討議そのものの生産性の向上については分析対象としていなか

ったのだが、35 期の分析の過程で、メンバーの多くが特定の言葉と共起関係を持っている状態であ

ればあるほど、グループ意思決定の生産性が向上するという仮説が、研究の副産物として導出され

た。 

 35 期の分析によって導出された仮説は、36 期のデータによる検証においては、すべて統計上で

は支持されなかった。この理由は、35 期と 36 期とでは、置かれた環境や前提条件が当初考えてい

た以上に異なっていたからだと推測している。ただ、35 期の仮説に基づく行動を討議内で顕著に行

っていた 36 期の者は、集団の意思決定を個人の意思決定に大きく近づけていることが確認できて

おり、導出した仮説に基づく行動は、環境の影響は受けるにせよ、自身の考えに集団の意思決定を

引き寄せるための 1 つの方法論となりうるのではないかという考えに至った。 

 

 


